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PSTEP
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編集後記

※敬称略・順不同

 草野 完也
 （編集長 / 名古屋大学）

  季刊発行はとても大変でした

が、PSTEP 広報グループのみ

なさんのすばらしい努力のお陰

で、最終号までたどり着きまし

た。分野と組織を超えた新学術

領域の発展に大きな役割を果た

したと思います。どうもありが

とうございました！

浅井 歩
（京都大学）

   ロゴ作成、Web ページ作成、

ニ ュ ー ス レ タ ー 編 集 委 員 と

PSTEP の広報活動に関わらせて

いただきました。熱意ある草野編

集委員長 ( 領域代表 ) や、素晴ら

しい編集委員・執筆者の方々、そ

して成瀬さんと共に楽しく活動

できました。PSTEP の魅力発信

の一助となっていれば幸いです。

 宮原 ひろ子
 （武蔵野美術大学）

   新学術領域ならではの幅広い

成果の発信に携われたことは、

とても貴重な経験となりまし

た。草野先生、成瀬さん、編集委

員の皆さん、お疲れ様でした。こ

の Newsletter が今後の連携強

化の手がかりになればと願って

います。

 國枝 素子
 （名古屋大学）

   私がお手伝いしたのは少しで

すが、隣の成瀬さんの苦悩を見

ているだけで随分関わった気持

ちになった4年間でした。成瀬

さん、皆様、大変お疲れ様でし

た。ここから発信したことが今

後の皆様のご活躍の小さな一片

になればと願っております。

 中田 裕之
（千葉大学）

   PSTEP の関連分野はとても

広く、身近でない分野の推敲作

業は大変な時もありましたが、

勉強になりました。素人のコメ

ントで筆者の方々にご負担をお

掛けしたことも多かったかもし

れませんが、素人にもわかりや

すい文章になったと思っていた

だければ幸いです。

 余田 成男
（京都大学）

   本新学術領域研究のカバーし

た領域は、太陽内部から地球表

面まで、多様な空間・時間にわ

たる新領域でした。参加メンバ

ーの認識を共通化する手段とし

て、このニュースレターの役割

は重要だったと思います。編集

スタッフの皆さんの５年間のご

尽力に感謝します。

 塩田 大幸
（情報通信研究機構）

   No.2 から編集委員を務めて

参りました。草野編集長、成瀬

副編集長のお二人を初め編集

員・執筆者の皆さんの御尽力で、

PSTEP 内外に情報発信できた

素晴らしい活動でしたし、私に

とっても大変貴重な経験になり

ました。皆様、本当にお疲れさ

までした。

大塚 雄一
（名古屋大学）

   松村さんの後任として、最

後の一年間、編集委員を務め

させて頂きました。私が加わ

った時には機能的な編集方法

が確立されていて、あらため

て PSTEP の組織力を感じま

した。 

 中溝 葵
（情報通信研究機構）

　Web や セ ミ ナ ー 立 上 げ、

Newsletter 編集委員、それな

りに大変でしたが広報皆さんと

の議論や校閲を通して学ぶこと

もあり良い経験となりました。

皆様ありがとうございました。

PSTEP でできた繋がりが今後

も発展していけばと思います。

 金子 岳史
（名古屋大学）

   編集作業を通して PSTEP 研

究の最前線に触れることができ、

私自身も楽しく取り組むことが

できました。ニュースレターを手

にとっていただいた方々、お忙し

い中 快く原稿執筆を引き受けて

いただいた方々、編集委員の方々

に御礼申し上げます。

 阿南 徹

  １年間という短い間でした

が、編集作業を通して、多くの人

に読んでいただく文章の書き方

などを学ぶことができました。

ありがとうございます。編集作

業をされた皆様、長い間お疲れ

様でした。

 海老原 祐輔
（京都大学）

 編集委員MLで交わされたメール

は4821通。膨大なトラフィックに

かかわらず的確な指示を出された

草野先生、見事な交通整理と芸術的

センスが光る成瀬さん、質向上に

尽力された編集委員、貴重な時間を

割いて原稿を用意してくださった

皆様、ありがとうございました。

 今田 晋亮 
（名古屋大学）

   編集作業をされた皆様、お

疲れ様でした。皆様の努力で

素晴らしい Newsletter シリ

ーズになったと思います。た

くさんの人に読んでいただけ

たと思います。ありがとうご

ざいました。

成瀨 千恵代
（副編集長/名古屋大学）

　Newsletter の副編集長とし

て至らぬ点が多々あったかと思

いますが、みなさまのご尽力で

なんとか No.1 ～ No.16 の計

16 冊を無事に発行することが

できました。とても貴重な経験

をさせて頂き本当にありがとう

ございました！

　最後に、PSTEP 広報グルー

プとして参加されていた松村

充さん、Newsletter の校正や

発送など様々な形で関わって

いただいたスタッフの方々、

そ し て こ の

Newsletter

を 手 に 取 り

読 ん で い た

だ い た 皆 様

方 に 深 く 感

謝 い た し ま

す。ありがと

う ご ざ い ま

した。

（National Solar 
     Observatory）

　本領域もついに終了を迎えました。この5年間に太
陽地球環境とその社会影響の予測を大きく発展させ
ることができたことを、領域代表としてとてもうれ
しく思います。本領域を大きな成功に導いて頂いた
関係者のみなさんの献身的な努力と貢献に感謝と敬
意を表します。
　本領域の検討は、2013年夏に名古屋大学で開催さ
れたワークショップ「宇宙天気の予測可能性と将来
展望」を契機として開始されました。当初から本領
域では、基礎科学と社会に役立つ宇宙天気予報を相
乗的に発展させることを基本理念としてきました。
このワークショップを私は以下のようにまとめてい
ます。「宇宙天気・宇宙気候は予測課題の宝庫であ
り、複雑力学系の優れた研究課題である。それゆ
え、operationとscienceの間に依然として横たわる
『死の谷』を埋め、それらの相乗的発展を目指すべ
きである。そのためには、予測性を客観的かつ定量
的に評価し、何故予測できないかを真剣に考える必
要がある。」この思想は本領域を継続して支えてき
たものであり、私自身の研究の指針でもあり続けて
います。
　本領域の研究期間である2015年からの5年間は太陽
地球環境の研究にとってとても重要な出来事が数多
く起きました。中でも2017年9月6日（偶然にも本領
域の中間評価ヒアリングの前日！）に巨大太陽フレ
アが発生し、GPSなどに影響が現れたことは本領域に
とってとても重要な出来事でした。我が国の太陽観
測衛星「ひので」をはじめ多くの観測装置がこのイ
ベントのデータ取得に成功したことは、本領域研究
の推進に大きな意味を持ちました。特に、本領域が
開発した太陽フレア理論予測モデル「κスキーム」
の優れた予測能力をこのフレアによって実証できた
ことは、従来の経験的予測を超える新たな物理予測
を切り拓くエポックとなりました。さらにこのフレ
アとその社会影響は日本のみならず世界で大きく報

道され、宇宙天気予報の重要性に対する社会的認識
をこれまでになく高める役割を果たしました。
　2016年には「あらせ（ERG）衛星」の打ち上げが
成功し、それによって本領域の地球放射線帯変動予
測研究は飛躍的に進展しました。また、我が国で初
めて実際の電力網の地磁気誘導電流（GIC）を予測す
るモデルを開発し、電力会社とも協力して実証的研
究を進めることができました。さらに、太陽フレア
時の航空機被曝をリアルタイムで推定する警報シス
テムWASAVIESの開発と運用の開始、全大気圏電離圏
結合モデルGAIAを用いた赤道プラズマバブルの発生
予測の実証、静止軌道衛星のリアルタイム帯電リス
ク評価システムの開発、データ駆動型シミュレーシ
ョンによる次期太陽周期活動の予測など、（紙面の
都合でとても書ききれませんが）本当に数多くの研
究成果を生み出すことができました。
　本領域では活発な国際共同研究も展開してきまし
た。4回の国際シンポジウムを開催すると共に、欧州
宇宙天気会議での独自セッションの実施、数多くの
国際ワークショップと共同研究を実現しました。そ
れによって宇宙天気研究における我が国のプレゼン
スを着実に高めることができたと考えています。
　本領域を通して天文学、地球科学、社会工学など
幅広い研究者が真に協力し、新しい学術を切り拓く
ことができたことは、我が国の太陽地球系科学の歴
史に大きな役割を果たすものになると信じていま
す。本領域が爽やかな真夏の北海道で実施した
「PSTEPサマースクール陸別2017」では100名を超え
る様々な分野の大学院生と若手研究者が一堂に会
し、熱い議論を展開しました。その参加者をはじめ
本領域に参加された多くの若いみなさんが、本領域
が蒔いた種を大きく育て花開かせてくれることを願
っています。
　本領域を支えていただいた全ての皆様に改めて心
から感謝いたします。

草野　完也

名古屋大学　宇宙地球環境研究所　

所長・教授

Kanya Kusano領域代表挨拶
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幅広い研究者が真に協力し、新しい学術を切り拓く
ことができたことは、我が国の太陽地球系科学の歴
史に大きな役割を果たすものになると信じていま
す。本領域が爽やかな真夏の北海道で実施した
「PSTEPサマースクール陸別2017」では100名を超え
る様々な分野の大学院生と若手研究者が一堂に会
し、熱い議論を展開しました。その参加者をはじめ
本領域に参加された多くの若いみなさんが、本領域
が蒔いた種を大きく育て花開かせてくれることを願
っています。
　本領域を支えていただいた全ての皆様に改めて心
から感謝いたします。

草野　完也

名古屋大学　宇宙地球環境研究所　

所長・教授

Kanya Kusano領域代表挨拶
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